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はじめに 

このたびは、TFU-RW742/TFU-RW742A 920MＨz 帯 RFID ロングレンジリーダライタをお買いあげい

ただき誠にありがとうございます。 

本書は、リーダライタユーティリティの操作手順について説明しています。 

リーダライタユーティリティをお使いになる際に必ずお読みください。 

◆ 本書での表記について 

■ 画面例およびイラスト 

本書に掲載されている画面およびイラストは一例です。お使いの環境によって若干異なること

があります。 

 

■ 製品の呼び方 

本書では、次の略称および総称を使用しています。 

 TFU-RW742/TFU-RW742A 920MHz帯RFIDロングレンジリーダライタを、「本製品」と表記

する場合があります。 

 「パーソナルコンピュータ」、「パソコン」または「PC」などリーダライタと接続す

る機器を「上位機器」と表記します。 

 

■ 商標について 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録

商標です。 

そのほか、本書に記載されている会社名、製品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

また、本書に記載されているシステム名、製品名等には、必ずしも商標表示（®、™）を付記し

ていません。 
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ユーティリティ画面はブラウザ仕様のため、ブラウザの種類、処理動作において以下の注意が

あります。 

 

 画面の解像度は1024×768ピクセル以上に設定してください。 

 推奨するブラウザの種類は、Internet Explorer 8 および Internet Explorer 9です。 

 インターネットオプションのセキュリティ、詳細設定などは、規定値を推奨します。 

 「設定」および｢変更｣ボタン等をクリックせずに、他機能項目をクリックすると、設定

入力内容は保存されず、画面遷移します。内容保存の際は、「設定」ボタン等のクリッ

クを必ず行ってください。 

 画面表示が崩れた場合には、「Ctrl+F5」キー押下でリロードを行った後に、再度実行

してください。 
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1. ユーティリティ概要 

TFU-RW742/TFU-RW742A 920MHz 帯 RFID ロングレンジリーダライタユーティリティ（以降、ユー

ティリティと表記します）は、リーダライタの情報設定や取得、動作確認、プログラムモジュ

ールの更新などメンテナンスツールとして利用することができます。 

コマンド(富士通インターフェースおよび LLRP)制御により、リーダライタを利用している場

合には、以下の機能を使用することはできません。 

・管理者 ID 変更 

・リーダライタ情報設定 

・動作確認 

・ソフトウェアアップデート 

・初期化 

 

1.1 ユーティリティの使用方法 

ユーティリティは Web ブラウザ（HTTP 通信）で使用します。 

推奨ブラウザは、Internet Explorer 8 および Internet Explorer 9 です。 

ユーティリティを使用するには下記 URL にアクセスします。 

《ユーティリティ URL》 

  http:// [リーダライタの IP アドレス]  

 

(例) リーダライタの IP アドレスが”192.168.1.1”の場合には、以下の URL にアクセスするこ

とになります。 

   http://192.168.1.1 

 

(注) PC と 1 対 1で接続する場合には、接続を行う PC の IP アドレスの変更も必要です。 

   詳しくは、3.1.1 項を参考にしてください。 

もし、ユーティリティに接続できない場合は、以下の点を確認してみてください。 

① 正常に機器が接続されていることを確認。 

 ・LAN ケーブルが接続されているか 

 ・AC アダプタが接続されているか 

 ・リーダライタの LED がグリーンに点灯しているか 

② PC の環境設定が正常に行われていることを確認 

 ・IP アドレスとサブネットマスクは、きちんと設定されているか 

http://192.168.1.1/
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【ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀのIPｱﾄﾞﾚｽやﾕｰﾃｨﾘﾃｨにﾛｸﾞｲﾝするための管理者IDを忘れてしまった時】リ
ーダライタの電源投入後、LEDがグリーンになった直後に側面にある「IPCLR」スイ
ッチを押すことで、IPアドレスと管理者IDを初期値である「192.168.1.1」と
「tagfront」に戻すことができます。 
「IPCLR」スイッチを押すとブザーがピッと鳴り、LEDがブルーになり再起動が開始
されます。LEDがグリーンに変わったら、IPアドレスと管理者IDは初期値に戻って
います。「IPCLR」スイッチの場所の詳細等については、取扱説明書の「操作のし
かた」を参照してください。 
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1.2 ユーティリティの機能構成 

ユーティリティは以下の機能構成になっています。 

 

表１．２ ユーティリティの機能 

№ 機能（画面）名 機能概要 

1. ログイン ユーティリティへのログインを行います 

2. バージョン情報 ソフトウェアバージョンを画面に表示します 

3. 情報設定／取得 リーダライタ情報（IP アドレス等）の取得や設定を行います 

リーダライタの情報を表示します 

4. ソフトウェアアップデート リーダライタのソフトウェアのアップデートを行います 

5. 動作確認 アンテナや電力レベルを指定しタグ検知を行います 

6. トレースログ収集 トレースログの収集を行います 

7. 管理者 ID 変更 ユーティリティログイン時の管理者 ID 変更を行います 

8. 初期化／リセット 初期化やリセットを行います 
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1.3 ユーティリティの画面遷移 

ユーティリティの画面は下図のように遷移します。 

 

図１．３ ユーティリティの画面遷移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ユーティリティのログインに成功すると、「バージョン情報」画面が表示されます。 

■ 各機能の画面へは「機能メニュー」を選択することで切り替えが出来ます。 

  但し、設定変更中はボタンが押下出来ないため、更新処理が終るのを待ってから選択しま

す。 

■ 「ログアウト」を行うと「ログイン」画面に遷移します。 

 

  

2.1 

ログイン 

2.3 

バージョン情報 

 2.6 

 2.4 

 2.5 

2.8 

トレースログ収集 

 2.7 

「ログアウト」ボタン押下 

ユーティリティ機能画面 （各画面は“機能メニュー”で遷移） 

※１ 

※１ ログイン直後は「バージョン情報」画面が表示されます。 

 

情報設定／取得 

 

動作確認 

ソフトウェア 
アップデート 

初期化／リセット 

2.2 

管理者 ID 変更 
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1.4 リーダライタの設定を行う 

リーダライタをご利用になる環境に合わせて設定を行います。次のような場合にユーティリテ

ィのどの機能を利用するのか説明します。 

 

■ 新規にリーダライタを導入した時 

新規にリーダライタを導入する場合、「動作確認」を行います。 

※『TFU-RW742/TFU-RW742A 920MHz 帯 RFID ロングレンジリーダライタ動作確認手

引き』 

を参照 

■ ファームウェア等の最新バージョンが提供された時 

  最新のファームウェア等が提供された時「ソフトウェアアップデート」を行います。 

■ 離れた場所のリーダライタをリセットする時 

  離れた場所にあるリーダライタをリセットする場合、「初期化/リセット」を行います。 

■ リーダライタの各種設定を行う時 

  リーダライタを実際の運用環境に合わせたネットワーク設定やリーダライタ設定 

行う時、「情報設定／取得」を行います。 

リーダライタのＩＰアドレスの変更、Serial 接続でリーダライタを使う場合の設定変更、 

リーダライタのＳＮＭＰ設定、ＮＴＰサーバを利用したリーダライタの時刻設定について

は、３章に詳細な説明がありますので、参照ください。 

3.1.1 IP アドレス設定手順 

3.2.1 Serial 接続設定手順 

3.3.1 SNMP/NTP 設定手順 

■ 弊社技術員の指示によりトレースログを採取する時 

  弊社技術員よりトレースログの取得依頼があった場合、「トレースログ収集」を行い 

リーダライタ内に保存されているログを収集します。 
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1.5 メッセージ表示 

ユーティリティでは設定を保存する時の確認メッセージやエラー発生時、処理完了時に 

対応したメッセージが画面の「メッセージ部」に表示されます。 

その他にもポップアップ表示されるメッセージがあります。 

 

メッセージ部 

 

 

                                メッセージ部 

 

 

 

 

ポップアップメッセージ 
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2. 操作方法 

2.1 ログイン 

2.1.1 ログイン画面 

ユーティリティを利用するためのログイン処理を行う画面です。 

 

2.1.2 ログイン操作 

「ログイン」の操作の流れを説明します。 

 

１．上位機器の Web ブラウザよりリーダライタの IP アドレスを指定します。 

 

 ※ 接続されているリーダライタの IP アドレスを指定します。 

 

２．ユーティリティが起動し、ログイン画面が表示されます。 

 

① 

② 
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■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ 管理者 ID 半角英数字 1～8 文字で入力します。 

２ ログインボタン ログインをするための管理者 ID のチェックを行います。 

ログインに成功すると「バージョン情報」画面が表示されま

す。 

 

 

 

初期（工場出荷時）に設定されている管理者IDは、「tagfront」です。 

 

 

２．管理者 ID（初期値は“tagfront”）を入力し、「ログイン」ボタンを押下します。 
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３．ログインに成功すると『バージョン情報』画面が表示されます。 

 

 

※ ログイン画面で、誤った管理者 ID を入力すると、メッセージ部に「ログインエラー」と表

示されます。その場合は、正しい管理者 ID を再度入力して、ログインしてください。 
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2.1.3 ログアウト操作 

ログアウトを行う操作を説明します。 

 

１．画面の右上にある「ログアウト」ボタンを押下します。 
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２．ログアウトが正常に行われると「ログイン」画面が表示されます。 
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2.2 管理者 ID 変更 

2.2.1 管理者 ID 変更画面 

ログイン時に使用する管理者 ID を変更する画面です。 

 

2.2.2 管理者 ID 変更操作 

「管理者 ID 変更」の操作の流れを説明します。 

 

１． 機能メニューより『管理者 ID 変更』ボタンを押下すると「管理者 ID 変更」 

画面が表示されます。 

 

 

■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ 現管理者 ID 現在の管理者 ID を入力します。 

２ 新管理者 ID 新しい管理者 ID を入力します。 

３ 新管理者 ID（確認） 確認のため、再度新しい管理者 ID を入力します。 

４ 変更ボタン 管理者 ID の変更処理を行います。 

 

① 

② 

③ 

 

④ 
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管理者IDは８桁の英数字で指定します。 

 

２．「現管理者 ID」、「新管理者 ID」、「新管理者 ID（確認）」を入力し、「変更」 

ボタンを押下します。 

 

 

３．管理者 ID 変更の確認メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンを押下します。 

 

 

※ キャンセルボタンを押下すると、管理者 ID の変更は行われず、2 の画面に戻ります。 
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４．「OK」ボタン押下後、管理者 ID の変更が終わり、リーダライタの再起動が始まるとメッ

セージ部に「管理者 ID が変更されました。リーダライタが再起動されます。暫くたってから

ブラウザを再起動し、ログインし直して下さい。」と表示されるので、Web ブラウザを閉じて

ください。リーダライタが起動しましたら新しい管理者 ID でログインできる事を確認してく

ださい。 
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※ 変更ボタンを押下後、メッセージ部に「他業務作業中です。暫くたってからやり直して下さい。」

と表示された場合は、接続されている他のインターフェースを全て切断し、再度実行してください。 
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2.3 バージョン情報 

2.3.1 バージョン情報画面 

リーダライタのソフトウェアや情報設定ファイルのバージョン情報を表示する画面です。 

 

2.3.2 バージョン情報画面表示 

「バージョン情報」の表示の流れを説明します。 

 

１． 機能メニューより『バージョン情報』を押下すると「バージョン情報」画面が表示 

されます。 

 

■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ ソフトウェアバージョン ソフトウェアのバージョン。 

２ 情報設定 

ファイルバージョン 

情報設定ファイルのバージョン情報には以下のものがある。 

①LAN 情報設定 

②接続情報 

③OS サービス設定 

 

① 

 

② 
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2.4 情報設定／取得 

2.4.1 情報設定／取得画面 

現在のリーダライタの設定情報ファイル（XML）を取得したり、設定情報ファイルをリーダラ

イタに送信し、再設定を行う画面です。 

「情報設定」処理では、XML ファイルで定義された内容を登録します。「情報取得」処理は、

XML ファイルのダウンロードになります。XML ファイルの形式は３章リーダライタ情報設定

ファイルを参照して下さい。 

 

2.4.2 情報設定／取得操作 

「情報設定／取得」の操作の流れを説明します。 

 

■ LAN 情報設定を取得する。 

※以下、LAN 情報取得の場合で説明します。 

１．機能メニューより『情報設定／取得』を押下すると「情報設定／取得」画面が表示 

されます。 

 

 

① 

 

④ 

 

③ 

 
② 

 

⑥ 

 

 

⑤ 

 

 
⑦ 
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■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ 現バージョン 現在のソフトウェア全体のバージョン情報が表示される。 

２ 情報取得 取得したいリーダライタ情報を選択する。 

①LAN 情報設定 

 ②情報設定 

③OS サービス設定 

３ 取得ボタン ２で指定したリーダライタ情報を受信する。 

４ 参照先 ファイル選択は、ダイアログによる指定のみが可能である。ダ

イアログにより指定する場合は、５の参照ボタンを押下する。

ダイアログにより、指定したファイルパスが表示される。 

５ 参照ボタン 設定ファイルをダイアログを使って指定する。 

６ 設定ボタン ５で指定した設定ファイルをリーダライタへ送信する。 

７ ハードウェア情報取得 リーダライタの情報を取得する。 

 

２．「LAN 情報設定」を選択し、「取得」ボタンを押下するとダイアログが表示されます 

ので、設定ファイルの格納先を指定して「保存」ボタンを押下します。 
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３．保存先に指定した場所に、設定情報ファイルが保存されている事を確認してください。 
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■ LAN 情報設定を設定する。 

１．「参照」ボタンを押下するとダイアログが表示されますので、今回設定するファイルを 

選択します。 
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２．「参照先」に選択した設定ファイルのパスが表示されていることを確認します。 

 

 ※設定ファイルのパスは、直接入力することは出来ません。必ず「参照」ボタンを 

押下して対象ファイルを選択してください。 
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３．「設定」ボタンを押下すると確認メッセージのポップアップが表示されます。「OK」ボタ

ンを押下するとリーダライタへの更新処理が実行され、リーダライタは再起動されます。 
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※ 確認ポップアップで「キャンセル」ボタンを押下すると、設定ファイルの更新は行われず、

2 の画面に戻ります。 
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※ 「設定」ボタン押下後、メッセージ部に「他業務作業中です。暫くたってからやり直して 

下さい。」と表示された場合は、以下のような対処を行ってください。 

・富士通インターフェース（Socket/Serial/HTTP）による 

リーダライタ制御が行われている場合 

 ・CloseConnection コマンドを実行後、再度実行してください。 

・LLRP インターフェースによるリーダライタ制御が行われている場合 

 ・CLOSE_CONNECTION メッセージを送信後、再度実行してください。 
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2.4.3 リーダライタ情報の種類 

ユーティリティで設定可能な設定ファイルには次のものがあります。 

これらのファイルは XML 形式で作成されています。 

 

№ 設定ファイル 
ファイル名 

（拡張子を除く） 
内容 

１ LAN 情報設定 F5FVL2_CFLANSET.xml LAN 通信制御に関わる設定（IP アドレス等） 

２ 情報設定 F5FVL2_CFRWSET.xml リーダライタ機能に関わる設定（状態通知等） 

３ OS サービス設定 F5FVL2_CFOSSRVC.xml OS サービス（NTP や SNMP）に関わる設定 

 

※設定ファイルの初期値（工場出荷時の値）については『３章リーダライタ情報 設定ファイル』を

参照して下さい。 
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2.4.4 ハードウェア情報取得 

リーダライタの情報を取得できます。リーダライタの情報とは富士通インターフェースの

GetHardwareInformation コマンドを実行することで取得できる情報です。 

情報の詳細は、インターフェース説明書の 2.5.1 を参照してください。 

 

■ ハードウェア情報を取得する。 

１．「ハードウェア情報取得」を押下します。 

 

 

２．GetHardwareInformation の情報が表示されます。 
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2.5 動作確認 

2.5.1 動作確認画面 

リーダライタ、アンテナ、ケーブルが正常に動作しているかどうかをタグの読取をおこなうこ

とで、確認していただく画面です。 
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2.5.2 動作確認操作 

「動作確認」の操作の流れを説明します。 

 

「情報設定」にてRWSetting.xmlのConnectPattern設定が、「４:上位機
器接続」」に設定されている場合は、本機能は、使用できません。ＲＳ
－２３２Ｃ接続で、リーダをお使いの場合には、ConnectPattern設定を
４以外に設定してから本機能をお使いください。本機能お使い後は、設
定を忘れずに戻してください。 

 

１．ユーティリティの機能メニューより『動作確認』を押下すると「動作確認」画面が表示 

されます。 

 

 

■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ タグ検出枚数 開始から終了までに読込んだタグの合計枚数を表示します。 

２ アンテナ番号 リーダライタに接続されているアンテナ番号を選択します。 

３ 電力レベル アンテナの電波送信電力レベルを選択します。 

４ テスト開始ボタン タグの検知処理を開始します。 

５ テスト終了ボタン タグ検知処理を終了します。 

６ 実行結果欄 タグの検知結果（アンテナ ID、タグ ID）が表示されます。 

 

① 

 
② 

 

③ 

 

④ 

 
⑤ 

⑥ 
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２．アンテナ番号はアンテナが接続されているコネクタの番号をチェックしてください。 

  次に、電力レベルを設定します。 

  電力レベルは、値を変更しても送信電力が変化しない範囲があります。 

  設定値と送信電力の関係は、本製品の取扱説明書の「出力設定について」を参照ください。 

 

  ●アンテナ番号は、必ず１つ選択してください。 

  ●タグ検知処理は「テスト終了」ボタンが押下されるまで繰り返し実行します。 

  ●タグ ID には 2４桁の英数字が表示されます。 

 

３．「テスト開始」ボタンを押下し、アンテナにタグをかざします。 

  タグ検知に成功すると、「タグ検出枚数」がカウントアップし実行結果欄に検知した 

アンテナＩＤとタグＩＤが表示されます。 

  ※アンテナとタグの距離は１０cm 程離してください。 
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４．「テスト終了」ボタンを押下し、検知処理を終了します。 

 

 

 

 

検知処理完了時に、LED の各色点灯テストおよびブザー鳴動テストを実施します。 
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LAN 回線不良等により回線切断状態になった場合には、メッセージ部に「オフラインになり

ました。回線を確認してください。テスト終了ができない場合、5 秒後に使用可能になります。」 

とメッセージ部に表示されます。 

回線が復旧した場合には、再び「テスト開始」ボタンを押下することで、動作確認を再開する

ことができます。 
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※ 「テスト開始」ボタン押下後、メッセージ部に「他業務作業中です。暫くたってからやり

直して下さい。」と表示された場合は、以下のような対処を行ってください。 

・富士通インターフェース（Socket/Serial/HTTP）による 

リーダライタ制御が行われている場合 

 ・CloseConnection コマンドを実行後、再度実行してください。 

・LLRP インターフェースによるリーダライタ制御が行われている場合 

 ・CLOSE_CONNECTION メッセージを送信後、再度実行してください。 

 

 

     

 

また、「テスト開始」ボタン押下後、メッセージ部に「現在の接続パターン設定では、動作し

ません。」と表示された場合は、リーダライタ情報設定ファイルの接続パターンが「4 : 上位

機器接続」になっています。リーダライタ情報設定より、リーダライタ情報設定ファイルの

接続パターンを「1 : 接続なし」に変更後、再度実行してください。 
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2.6 ソフトウェアアップデート 

2.6.1 ソフトウェアアップデート画面 

アップデートファイルを使用して、リーダライタのソフトウェアのアップデートを行う画面で

す。アップデートファイルの情報は、弊社ホームページに掲載されます。 

 

2.6.2 ソフトウェアアップデート操作 

「ソフトウェアアップデート」の操作の流れを説明します。 

 

１．機能メニューより『ソフトウェアアップデート』を押下すると「ソフトウェアアップ 

デート」画面が表示されます。 

 

    

 

  

① 

 

② 

 

 

③ 

 

④ 
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■ 画面項目 

№ 項目名 説明 

１ 現バージョン  現在のソフトウェア全体のバージョンが表示される。 

２ 参照先 ファイル選択は、ダイアログによる指定のみが可能である。ダ

イアログにより指定する場合は、３の参照ボタンを押下する。

ダイアログにより、指定したファイルパスが表示される。 

３ 参照ボタン 参照先をダイアログを使って指定する。 

４ アップデートボタン ソフトウェアアップデートを実行する。 

 

 

「ソフトウェアアップデート」を行う場合には、「情報設定/取得」により 

設定情報のバックアップを行い、ソフトウェアアップデート実施後に 

バックアップ内容を参照の上、設定情報を変更してください。 
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２．「参照」ボタンを押下するとダイアログが表示されますので、アップデートファイルを 

  選択します。 

 

 

 

参照先のファイルは弊社より提供した「F5FVL0_CMUPDATE.cab」を指定し
ます。 
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３．ダイアログで選択したファイルのパスが表示されたのを確認し、「アップデート」 

ボタンを押下すると確認メッセージが表示されます。 

 

 

 

４．「OK」を押下すると、選択した Cab ファイル内のソフトウェアバージョンによって、以下のよう

に操作が変化します。 

 

① 現バージョンより、新しいバージョンの場合 

アップデート処理が開始されます。アップデートが完了するとリーダライタは再起動します。 

 

 

 

  
 

アップデート後にリーダライタが再起動します。 
リーダライタのLEDがグリーンに点灯するまでお待ちください。 
リーダライタのLEDがブルーの間は電源を切らないで下さい。 
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② 現バージョンと同じバージョン、または、古い場合 

バージョンレベルが同じ、または、古い場合はアップデートできません。 

 

 

 

 

 

 

  

 

現在と同じバージョンレベル、または、古いバージョンレベルにファームを戻
したい場合は、「初期化/リセット」から「初期化」を行った後、適用したいバ
ージョンレベルのアップデートを行ってください。 
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※ ４の操作後、メッセージ部に「他業務作業中です。暫くたってからやり直して下さい。」と

表示された場合は、以下のような対処を行ってください。 

・富士通インターフェース（Socket/Serial/HTTP）による 

リーダライタ制御が行われている場合 

 ・CloseConnection コマンドを実行後、再度実行してください。 

・LLRP インターフェースによるリーダライタ制御が行われている場合 

 ・CLOSE_CONNECTION メッセージを送信後、再度実行してください。 
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2.7 初期化／リセット 

2.7.1 初期化／リセット画面 

 

リーダライタの初期化やリセットを行う画面です。 

 

・初期化  ：リーダライタを工場出荷時の状態に戻し、再起動します。 

 

・リセット ：リーダライタの設定はそのままで、再起動します。 

        リセットの方法にはコールドブートとウォームブートがあります。 

        ウォームブートでは、トレースログの内容が保持されます。 

        ウォームブートの方が短い時間でリセットが完了しますので、 

リーダライタの動作不良にてリセットをおこなう場合には、まず 

ウォームブートを実行し、改善しない場合には、コールドブートされる 

ことをお勧めします。 
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2.7.2 初期化／リセット操作 

「初期化／リセット」の操作の流れを説明します。 

 

■ リーダライタのリセット（コールドブート）を実行する。  

※以下、リーダライタのリセット（コールドブート）の場合で説明します。 

１．機能メニューより『初期化／リセット』を押下すると「初期化／リセット」画面が 

表示されます。 

 

■ 画面表示・入力項目 

№ 項目名 説明 

１ リセット（コールドブート） リーダライタのリセットを実行します。 

２ リセット（ウォームブート）        〃 

３ 初期化 リーダライタの初期化を実行します。 

  

① 

 
②

  

 ③ 
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２．「リセット（コールドブート）」ボタンを押下します。 

リセット処理の確認メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンを押下します。 
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    富士通インターフェースまたは、LLRP によりリーダライタ制御が行われている場合、 

もしくは他ブラウザでユーティリティの動作確認を行っている場合には、 

以下の確認ポップアップが表示されます。 

「OK」ボタンを押下すると、リーダライタがリセットされ、再起動を開始します。 

  

 

 

 リセット後、再ログインしなくても一部機能が利用できる場合がありますが、動作保証して

おりませんので、再ログインしてください。 
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■ リーダライタの初期化を実行する。 

１．「初期化」ボタンを押下します。 

 

 

２．初期化の確認メッセージが表示されますので「ＯＫ」ボタンを押下します。 
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３．リーダライタの初期化が実行され、リーダライタが再起動します。 

 リセット後、再ログインしなくても一部機能が利用できる場合がありますが、動作保証して

おりませんので、再ログインしてください。 

 

 

 

※ 初期化実行時は、リセット実行時とは違い、富士通インターフェースまたは、LLRP によ

りリーダライタ制御が行われている場合には、メッセージ部に「他業務作業中です。暫くして

からやり直して下さい。」と表示され、初期化は行われません。 
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ソフトウェアアップデートを複数回おこなったリーダライタに対して、本処

理を行った場合でも、工場出荷時のバージョンに戻ります。 

 

 

初期化を行うと、各種設定ファイルの値は、初期値に戻ります。 

設定ファイルの初期値に関しては、『3 章 リーダライタ情報 設定ファイル』

を参照してください。 
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2.8 トレースログ収集 

2.8.1 トレースログ収集画面 

リーダライタのトレースログを収集する画面です。リーダライタの動作が異常な場合に、弊社

から採取をお願いする場合があります。採取後ログファイルを弊社に送付ください。 

（トレースログとは） 

  ログには実行結果やエラーコード等の情報が含まれており、リーダライタの動作やエラー

内容を弊社技術員が把握することができる情報です。 

 

2.8.2 トレースログ収集操作 

「トレースログ収集」の操作の流れを説明します。 

 

１．機能メニューより『トレースログ収集』を押下すると「トレースログ収集」画面が 

表示されます。 

 

 

■ 画面表示・入力項目 

№ 項目名 説明 

１ 取得ボタン トレースログの収集を開始します。 

２ 取得状態表示 ログは複数個のファイルに分かれているため、ダ
ウンロードするファイルの個数を表示します。 

 

① 

 

② 

 



ユーティリティ操作説明書 

 

55  ALL Rights Reserved, Copyright 富士通フロンテック株式会社 

２．「取得」ボタンを押下すると、取得状態表示に「あと 1 ファイル未取得です。」と表示され、

保存ダイアログが画面下に表示されます。ダイアログで保存（場所を指定して保存）を行うと、

ファイル保存ダイアログが表示されるので、トレースログを格納する場所を指定して、「保存」

ボタンを押下します。 
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３．再度「取得」ボタンを押下すると、取得状態表示がクリアされ、これ以上ファイルがない

ことを表示します。保存ダイアログが画面下に表示されます。ダイアログで保存（場所を指定

して保存）を行うと、ファイル保存ダイアログが表示されるので、トレースログを格納する場

所を指定して、「保存」ボタンを押下します。 

 

 

４．保存先に指定した場所に、トレースログが保存されている事を確認してください。 
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3. リーダライタ情報 設定ファイル 

この章では、リーダライタの各設定ファイルの初期値を記載しています。 

 

3.1 リーダライタ LAN 情報設定ファイル 

LAN 通信制御に関わる内容（IP アドレス、接続受信ポート番号等）の設定 

 

【LAN 情報設定 初期値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<F5FVL2_CFLANSET> 
  <Version> 
    <FileVersion>V01L10</FileVersion> 
  </Version> 
  <LAN> 
    <DomainName></DomainName> 
    <DHCP>0</DHCP> 
    <IPAddress>192.168.1.1</IPAddress> 
    <Subnetmask>255.255.255.0</Subnetmask> 
    <DefaultGateway></DefaultGateway> 
    <DNS></DNS> 
    <HTTPPortNumber>80</HTTPPortNumber> 
    <HTTPRequestTimeout>30000</HTTPRequestTimeout> 
    <LLRPPortNumber>5084</LLRPPortNumber> 
    <FJPortNumber>50001</FJPortNumber> 
    <Ph3PortNumber>6550</Ph3PortNumber> 
  </LAN> 
</F5FVL2_CFLANSET> 
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【項目説明】 

№ 機能  設定内容 範囲 

1 Version FileVersion 設定ﾌｧｲﾙ管理用ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ/ﾚﾍﾞﾙ 

（※1） 

V00L00～V99L99 

2 LAN DomainName ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀにDNSを利用してｱｸｾｽ

時に使用するﾄﾞﾒｲﾝ名 

0-15文字分入力可能 

 (※2) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

3 DHCP DHCPｸﾗｲｱﾝﾄ機能の使用有無 0：使用無し(固定IP) 

1：使用有り (※3) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

4 IPAddress 

 

IPｱﾄﾞﾚｽ 1.0.0.0- 

255.255.255.255 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：192.168.1.1 

5 Subnetmask 

 

ｻﾌﾞﾈｯﾄﾏｽｸ 0.0.0.0- 

255.255.255.255 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：255.255.255.0 

6 DefaultGateway ﾃﾞﾌｫﾙﾄｹﾞｰﾄｳｪｲのIPｱﾄﾞﾚｽ 1.0.0.0- 

223.255.255.255 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

7 DNS DNSｻｰﾊﾞｰのIPｱﾄﾞﾚｽ 1.0.0.0- 

223.255.255.255 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

8 HTTPPortNumber HTTPの受信ﾎﾟｰﾄ番号 80, 49152～65535 (※4) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：80 

9 HTTPRequestTimeout HTTPリクエストのタイムアウ

ト値 

0-4294967295 

※0はﾀｲﾑｱｳﾄしない 

単位は秒 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：30000 

10 LLRPPortNumber ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのSocket受信ﾎﾟｰﾄ番

号 

1024-49151 (※4) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：5084 

11 FJPortNumber 富士通独自ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽのSocket

受信ﾎﾟｰﾄ番号 

49152-65535 (※4) 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：50001 

12 Ph3PortNumber 固定値 6550 

 

※1 お客様側にて管理を行うために設定する項目です。 

設定可能な範囲内で自由に設定してください。 

※2 使用可能文字は、a-z,A-Z,0-9,-,_a-z,A-Z で始まり、-,_で終わらない文字列です。 

※3 DHCP の利用設定が「1 使用する」に設定される場合、IP アドレス設定、サブネットマスク、 

デフォルトゲートウェイの内容は無効となります。 

※4 各ポート番号の設定は、同じ値にならないように設定してください。 
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3.1.1 IP アドレス設定手順 

リーダの IP アドレス設定操作の流れを説明します。 

 

(1) 操作する上位機器の IP アドレスを設定します 

(2) リーダライタのユーティリティにログインします 

(3) 情報設定/取得画面より LAN 情報設定を取得します 

(4) 取得した LAN 情報設定ファイルを編集し、IP アドレスを記載しファイルを保存します 

(5) 保存した LAN 情報設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、IP アドレスを設定します 

 

(1) 操作する上位機器の IP アドレスを設定します 

操作する上位機器の IP アドレスをリーダライタの初期設定のアドレス 192.168.1.1 と 

同じネットワークアドレスに設定する。コントロールパネル→ネットワークとインターネット 

→ネットワークと共有センター→ネットワーク接続の管理→該当のローカルエリア接続を右クリック

し、プロパティを開くと以下の画面にあるので、インターネットプロトコルバージョン４のプロパテ

ィを開きアドレスとサブネットマスクを設定する 
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(2) リーダライタのユーティリティにログインします 

操作用上位機器の Web ブラウザ（IE）を起動し、アドレスバーにリーダライタのアドレス

http://192.168.1.1/を入力し、Enter を入力するとリーダライタのユーティリティ画面が開きます。 

管理者 ID を入力し、ログインします。 
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(3) 情報設定/取得画面より LAN 情報設定を取得します 

情報設定/取得画面より LAN 情報設定ボタンを選択し、取得ボタンを押下します。 

 

ファイルのダウンロード画面が表示されるので保存を押下する 
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名前を付けて保存画面が表示されるので適当な場所にファイルを保存します。 

 

ダウンロードの完了が表示されるので閉じるを押下します。 
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(4) 取得した LAN 情報設定ファイルを編集し、IP アドレスを記載しファイルを保存します 

保存したファイル（F5FVL2_CFLANSET.xml）をメモ帳で開き IP アドレスを修正します。 

 

<IPAddress>タグを修正し、IP アドレスを指定します。 

ファイルを保存し、閉じます 

 

 

 

 

 

 

 

DHCP 設定を行う場合はここで<DHCP>0</DHCP>を<DHCP>1</DHCP>に設定します。 

また、DHCP で割り当てられた IP アドレスを知る際に必要となるため、DomainName の

設定も行ってください。 

 

ファイル名は固定です。変更された場合には、設定ファイルとして認識され

なくなりますので、ファイル名は変更しないで下さい。 

必要に応じて修正ください。 
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(5) 保存した LAN 情報設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、IP アドレスを設定します 

再び、リーダライタユーティリティの情報設定/取得画面で先ほど修正した LAN 情報設定ファイルを

リーダライタに設定すると、自動的にリーダライタが再起動し、先ほど設定した IP アドレスに変更さ

れます。 
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リーダライタが再起動します。LED がグリーンになったら起動完了です。 

 

再度リーダライタに接続する場合は操作上位機器の IPアドレスをリーダライタと同じネットワーク内

のアドレスに変更し、Web ブラウザより接続してください。 
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(6) DomainName を設定した場合には、DomainName により、ユーティリティが起動できます。 

 

 

DHCP の設定を有効にした場合には、DomainName が設定されている場合に、以下の方法で、割り

当てられた IP アドレスを確認することができます。 

 

HTTP 通信の GetHardwareInformation コマンドを送信し、IP アドレスを確認できます。 

Web ブラウザを開き、以下のコマンドをアドレスバーに入力して、実行してください。 

 

 

 

  実行すると、レスポンスとして現在使用しているリーダライタの情報が返ってくるので、 

  IP アドレスの項目を確認してください。 

  表示されている IP アドレスが、DHCP によって割り当てられた新しい IP アドレスとなります。 

  DomainName による IP アドレスの確認ができない場合には、割り当てられた新しい IP アドレスに

ついてネットワーク管理者に確認してください。 

  

http:// [(4)で設定した DomainName]/cmdif/F5FVL2_RWFJIF.asp?cmd=GetHardwareInformation 

http:// [(4)で設定した DomainName]/ 
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3.2 リーダライタ情報設定ファイル 

リーダライタ機能に関わる内容（リーダライタ状態通知、RS232C 通信設定等）の設定 

【情報設定 初期値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 《次ページに続く》 

 

  

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<F5FVL2_CFRWSET> 
  <Version> 
    <FileVersion>V01L10</FileVersion> 
  </Version> 
  <Device> 
    <ConnectPattern>1</ConnectPattern> 
  </Device> 
  <RS232C> 
    <BaudRate>9600</BaudRate> 
    <DataBit>8</DataBit> 
    <ParityBit>0</ParityBit> 
    <StopBit>1</StopBit> 
  </RS232C> 
  <Common> 
    <TimeOut>3000</TimeOut> 
    <RetransmitInterval>1000</RetransmitInterval> 
    <Retransmit>5</Retransmit> 
  </Common> 
  <RWStatusInformation> 
    <Buzzer>1</Buzzer> 
    <BuzzerVolume>1</BuzzerVolume> 
    <BuzzerTime>30</BuzzerTime> 
  </RWStatusInformation> 
  <AntennaInformation> 
    <LastUseSetting>0</LastUseSetting> 
    <Port1> 
      <Order>1</Order> 
      <Strength>63</Strength> 
      <Channel>1000</Channel> 
    </Port1> 
    <Port2> 
      <Order>2</Order> 
      <Strength>63</Strength> 
      <Channel>1000</Channel> 
    </Port2> 
    <Port3> 
      <Order>3</Order> 
      <Strength>63</Strength> 
      <Channel>1000</Channel> 
    </Port3> 
    <Port4> 
      <Order>4</Order> 
      <Strength>63</Strength> 
      <Channel>1000</Channel> 
    </Port4> 
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 《続き》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  </AntennaInformation> 
  <Repeat.Prevention> 
    <Repeat.PreventionSetting>0</Repeat.PreventionSetting> 
  </Repeat.Prevention> 
  <Buffering> 
    <DataSummary>0</DataSummary> 
    <BufferRatio>70</BufferRatio> 
    <BufferOver>0</BufferOver> 
    <ReSendData>0</ReSendData> 
  </Buffering> 
  <ClientConnect> 
    <ServerAddress></ServerAddress> 
    <ServerPortNumber>5084</ServerPortNumber> 
  </ClientConnect> 
  <Time> 
    <TimestampType>0</TimestampType> 
  </Time> 
</F5FVL2_CFRWSET> 
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【項目説明】 

№ 機能  設定内容 範囲 

1 Version FileVersion 設定ﾌｧｲﾙ管理用ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ/ﾚ
ﾍﾞﾙ 
（※1） 

V00L00～V99L99 

2 Device ConnectPattern RS-232C接続ﾊﾟﾀｰﾝ 1：接続なし 
2：外部制御入出力機器 
接続 
3：ﾘｻﾞｰﾌﾞ 
4：上位機器接続 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：１ 

3 RS232C 
(RS-232C  
接続ﾊﾟﾀｰﾝ
で「4：上位
機器接続」
設定時のみ
有効) 

BaudRate RS-232C通信速度（ﾎﾞｰﾚｰﾄ） 4800,9600,19200, 
38400,57600 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：9600 

4 DataBit ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ数 8  
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：8 

5 ParityBit ﾊﾟﾘﾃｨﾁｪｯｸの有無と方式 
 

0：なし 
1：奇数ﾊﾟﾘﾃｨ 
2：偶数ﾊﾟﾘﾃｨ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

6 StopBit ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄｻｲｽﾞ 1：1ﾋﾞｯﾄ 
2：2ﾋﾞｯﾄ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1 

7 Common TimeOut 上位接続機器に対するﾃﾞｰﾀ
受信ﾀｲﾑｱｳﾄ 
（単位：ﾐﾘ秒） 

1-5000 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：3000 

8 RetransmitInterval 上位接続機器に対するﾃﾞｰﾀ
の再送信を行う間隔 
（単位：ﾐﾘ秒） 

1-1000 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 

9 Retransmit 上位接続機器に対するﾃﾞｰﾀ
の再送信を行う回数 

1-5 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：5 

10 RWStatusIn
formation 

Buzzer ﾌﾞｻﾞｰ鳴動有無 
（※2） 

0：なし 
1：あり 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1 

11 BuzzerVolume ﾌﾞｻﾞｰ音量 0：小 
1：中 
2：大 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1 

12 BuzzerTime 鳴動時間 
（単位：秒） 

0-30 
（0は鳴り続ける） 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：30 

13 AntennaInf
ormation 

LastUseSetting 最終使用アンテナの引継ぎ
設定 
(※3) 
 

0:引き継がない 
1:最終使用アンテナを
引き継ぐ 
2:最終使用アンテナの
次のアンテナを引き継
ぐ 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 
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14 Port1 ｱﾝﾃﾅ1の情報  

15 1 Order ｱﾝﾃﾅ1の使用順番 
(※4) 

0-4(0は不使用) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1 

16 2 Strength ｱﾝﾃﾅ1の電波出力強度 
(※5) 

0-63(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ63) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：63 

17 3 Channel ｱﾝﾃﾅ1の固定周波数リスト 
(※7) 

XXXX（Xは0-1） 
1000 →10ch 

0100 →11ch 

0010 →12ch 

0001 →13ch 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 →10ch 

18 Port2 ｱﾝﾃﾅ2の情報  

19 1 Order ｱﾝﾃﾅ2の使用順番 
(※4) 

0-4(0は不使用) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：2 

20 2 Strength ｱﾝﾃﾅ2の電波出力強度 
(※5) 

0-63(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ63) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：63 

21 3 Channel ｱﾝﾃﾅ2の固定周波数リスト 
(※7) 

XXXX（Xは0-1） 
1000 →10ch 

0100 →11ch 

0010 →12ch 

0001 →13ch 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 →10ch  

22 Port3 ｱﾝﾃﾅ3の情報  

23 1 Order ｱﾝﾃﾅ3の使用順番 
(※4) 

0-4(0は不使用) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：3 

24 2 Strength ｱﾝﾃﾅ3の電波出力強度 
(※5) 

0-63(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ63) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：64 

25 3 Channel ｱﾝﾃﾅ3の固定周波数リスト 
(※7) 

XXXX（Xは0-1） 
1000 →10ch 

0100 →11ch 

0010 →12ch 

0001 →13ch 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 →10ch 

26 Port4 ｱﾝﾃﾅ4の情報  

27 1 Order ｱﾝﾃﾅ4の使用順番 
(※4) 

0-4(0は不使用) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：4 

28 2 Strength ｱﾝﾃﾅ4の電波出力強度 
(※5) 

0-63(ﾃﾞﾌｫﾙﾄ63) 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：63 

29 3 Channel ｱﾝﾃﾅ4の固定周波数リスト 
(※7) 

XXXX（Xは0-1） 
1000 →10ch 

0100 →11ch 

0010 →12ch 

0001 →13ch 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 →10ch  

30 Repeat.Pre
vention 

Repeat.PreventionSe
tting 

ﾀｸﾞの重複認識防止機能の
設定 
(※8) 

0：S0 
1：S1 
2：S2 
3：S3 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

31 Buffering DataSummary ﾀｸﾞIDﾃﾞｰﾀの蓄積時に同一ﾀ
ｸﾞIDをまとめるか否か 

0：まとめない 
1：まとめる 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

32 BufferRatio ﾀｸﾞ読込結果格納ﾊﾞｯﾌｧｵｰﾊﾞ
ｰﾌﾛｰ警告が発生するﾒﾓﾘ使
用量の比率（単位：%） 

0-99 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：70 
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33 BufferOver ﾀｸﾞ読込結果格納ﾊﾞｯﾌｧｵｰﾊﾞ
ｰﾌﾛｰ時の動作 

0:破棄 
1:ｻｲｸﾘｯｸ 

34 ReSendData 未使用  

35 ClientConn
ect 

ServerAddress ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀが接続を行う上位
機器のIPｱﾄﾞﾚｽ 

0.0.0.0- 
255.255.255.255 

36 ServerPortNumber ﾘｰﾀﾞﾗｲﾀが接続を行う上位
機器のﾎﾟｰﾄ番号 

1-65535 

37 Time TimestampType タイムスタンプ種別 
(※6) 

０：アップタイム 
１：UTC時刻 

 

※1 お客様側にて管理を行うために設定する項目です。 

設定可能な範囲内で自由に設定してください。 

   ※2 リーダライタで装置異常が発生した際にブザーの鳴動を行うかどうかを 

設定する項目です。 

   ※3 富士通インターフェースの Inventory コマンドおよび AsyncTagAccess コマンドにより、 

タグ交信を行う際に使用するアンテナの使用順番に影響します。 

 詳細は、インターフェース説明書の 2.5.17 の表 2.12 を参照してください。 

   ※4 ①富士通インターフェースの Inventory コマンドおよび AsyncTagAccess コマンドにより、 

タグ交信を行う際に使用するアンテナの使用順番に影響します。  

例 1）Port1 の Order=1、Port2 の Order=2、Port3 の Order=3、Port4 の Order=4 

例 1 の設定の場合は、アンテナ 1→アンテナ 2→アンテナ 3→アンテナ 4→アンテナ 1→ 

アンテナ 2→ ・・・ の順番でアンテナを切り替えます。 

 例 2）Port1 の Order=0、Port2 の Order=1、Port3 の Order=0、Port4 の Order=2 

      例 2 の設定の場合は、Port1 および Port3 の Order=0 で、不使用の設定なので 

      アンテナ 2→アンテナ 4→アンテナ 2→アンテナ 4→アンテナ 2→ ・・・の順番で、アン

テナを切り替えます。全て不使用の設定はできません。必ず、１つ以上使用されるよう

に設定してください。 

  ②接続されていないアンテナポートについては、Order=0 (未使用)を設定するようにしてくだ

さい。未使用のアンテナに０以外が設定されている場合に、リーダライタが異常を検出して、

異常停止(ビ－プ音を発し、ＬＥＤが橙色に点灯)する場合があります。 

※5 電波出力強度は、値を変更しても送信電力が変化しない範囲があります。設定値と送信電力

の関係は、本製品の取扱説明書の「出力設定について」を参照ください。  

   ※6 富士通インターフェースおよび LLRP のレスポンスやイベントで使われる時間を、リーダラ

イタ起動時からの経過時間(アップタイム)にするか UTC 時刻)するかを設定します. 

 

 

 

 

 

 



ユーティリティ操作説明書 

 

73  ALL Rights Reserved, Copyright 富士通フロンテック株式会社 

 

 

※7 リーダライタ情報設定ファイル中の、Channel に設定する固定周波数リストのチャネル     

番号と社団法人電波産業会が策定した「標準規格」との対応を以下に示します。 

※社団法人電波産業会のガイドライン上、920.4MHz は登録局(LBT 機)の利用が優先

されます。 

 設定する場合は、影響を与える範囲に登録局(LBT 機)が存在しないことを確認の 

上、ご利用ください。 

 （設定値：本製品のチャネル番号 13、社団法人電波産業会の策定する「標準規格」23） 

 

表 3.1 社団法人電波産業会の策定する「標準規格」と本製品のチャネル番号の対応 

本製品のチャネル番号 中心周波数[MHz] 社団法人電波産業会の策定する「標準規格」 

10 916.8 5 

11 918.0 11 

12 919.2 17 

 

※8 タグは電波(リーダからのコマンド)を受信して駆動します。また、使用するインベントリー 

フラグによって、 動作が異なります。タグは応答するとインベントリーフラグを一定時間オ

ン(A⇒B)にして、再応答しなくなります。フラグがクリア(B⇒A)されると再び応答するように

なります。 

00:S0 フラグを使用しますが、都度フラグをクリアしているため毎回応答します。 

 S1:S1 フラグを使用します。500 ﾐﾘ秒～5 秒間フラグを保持するため、その間は再応答 

しません。 

 S2:S2 フラグを使用します。電波を継続して受信中はフラグがクリアされず再応答しません。 

  電波を受信しなくなってからも 2 秒以上(規格上の上限は無し)クリアされず再応答 

しません。 

S3:S3 フラグを使用します。電波を継続して受信中はフラグがクリアされず再応答しません。 

  電波を受信しなくなってからも 2 秒以上(規格上の上限は無し)クリアされず再応答 

しません。 

S0,S1,S2,S3 フラグは、それぞれ独立して機能します。 
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3.2.1 Serial 接続設定手順 

リーダライタと通信する上位機器が Serial(RS-232C)インターフェースで接続する場合の設定手順を

説明します。 

(1) リーダライタのユーティリティにログインします 

(2) 情報設定/取得画面より情報設定を取得します 

(3) 取得した情報設定ファイルを編集し、RS-232C 接続パターンの番号を変更しファイルを保存します 

(4) 保存した情報設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、RS-232C 接続パターンの番号を設定します 

 

(1) リーダライタのユーティリティにログインします 

操作用上位機器の Web ブラウザ（IE）を起動し、アドレスバーにリーダライタのアドレスを入力し、

Enter を入力するとリーダライタのユーティリティ画面が開きます。 

管理者 ID を入力し、ログインします。 
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(2) 情報設定/取得画面より情報設定を取得します 

情報設定/取得画面より情報設定ボタンをクリックし、取得ボタンを押下します。 
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ファイルのダウンロード画面が表示されるので「保存」を押下します。 
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名前を付けて保存画面で適当なフォルダに情報設定ファイルを保存します。 

 

 

保存を押下すると、ダウンロードの完了画面が表示されるので閉じるを押下します。 
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(3) 取得した情報設定ファイルを編集し、RS-232C 接続パターンの番号を変更しファイルを保存します 

 

RS-232C 接続パターンを指定する<ConnectPattern>タグの値を 1→4（上位機器接続）へ変更し、

保存します。 

 

 

必要に応じて修正ください。 
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(4) 保存した情報設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、RS-232C 接続パターンの番号を設定します。 

再び、リーダライタユーティリティの情報設定/取得画面で先ほど修正した情報設定ファイルをリーダ

ライタに設定すると、自動的にリーダライタが再起動し、先ほど設定した内容に変更されます。 

上位機器から Serial (RS-232C)インタフェースで制御が可能となります。 

 

 

情報設定ファイル（F5FVL2_CFRWSET.xml）を選択し、「開く」を押下します。 

 

ファイル名は固定です。変更された場合には、設定ファイルとして認識され

なくなりますので、ファイル名は変更しないで下さい。 
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情報設定ボタンを確認し、「設定」ボタンを押下します。 

 

 

「OK」を押下します。 
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リーダライタが再起動されます。LED がグリーンになれば再起動完了です。 

 

再度リーダライタに接続し、ユーティリティにログインし確認してください。 
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3.2.2 LLRP でリーダライタから接続を行う場合の設定 

 

LLRP インターフェースの接続は、リーダライタ情報設定ファイル内の設定により、下記の接続が可

能となっています。 

① 上位機器が、リーダライタの IP アドレスを指定して接続を行う。（デフォルト設定） 

② リーダライタが、設定された IP アドレスの上位機器に対して接続を行う。 

 

LLRP インターフェースの接続方式を変更するには、<ServerAddress>タグの値に、接続先の上位機

器の IP アドレスを指定して、保存します。 

 

 

 

設定値を変更し保存した、リーダライタ情報設定ファイルを、3.2.1 と同様の手順でリーダライタに設

定してください。 

また、再起動後 LLRP インターフェースの接続形式が変更されていることを確認してください。 

  

必要に応じて修正してください。 
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3.3 OS サービス設定ファイル 

OS サービスに関わる内容（NTP、SNMP）の設定 

 

【OS サービス設定 初期値】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 
<F5FVL2_CFOSSRVC> 
  <Version> 
    <FileVersion>V01L10</FileVersion>    
  </Version> 
  <SNMP> 
    <SNMP_Version>0</SNMP_Version> 
    <CommunityName></CommunityName> 
    <Transmit_trap></Transmit_trap> 
    <Transmit_trap_send>0</Transmit_trap_send> 
    <ContactAgent></ContactAgent> 
    <LocateAgent></LocateAgent> 
  </SNMP> 
  <NTP> 
    <DomainName></DomainName> 
    <Synchro_Interval>3600000</Synchro_Interval> 
    <Retry_Interval>1800000</Retry_Interval> 
    <Threshold>1000</Threshold> 
  </NTP> 
</F5FVL2_CFOSSRVC> 



ユーティリティ操作説明書 

 

ALL Rights Reserved, Copyright 富士通フロンテック株式会社  84 

【項目説明】 

№ 機能  設定内容 範囲 

1 Version FileVersion 設定ﾌｧｲﾙ管理用ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ/ﾚ
ﾍﾞﾙ 
(※1) 

V00L00～V99L99 

2 SNMP SNMP_Version SNMPバージョン 0：SNMP v1 
1：SNMP v2c 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

3 CommunityName ﾏﾈｰｼﾞｬと通信を行うための
ｺﾐｭﾆﾃｨ名 

大文字小文字の区別あ
り 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

4 Transmit_trap SNMPｻｰﾋﾞｽのﾄﾗｯﾌﾟ送信先ﾎｽ
ﾄ名(IPｱﾄﾞﾚｽ) 

255文字分入力可能 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

5 Transmit_trap_send ﾎﾟｰﾘﾝｸﾞを受け付けるｺﾐｭﾆﾃ
ｨ名と一致しない要求を受
信した場合のﾄﾗｯﾌﾟの送信
有無 

0：送信しない 
1：送信する 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：0 

6 ContactAgent ｴｰｼﾞｪﾝﾄの連絡先の説明 255文字分入力可能 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

7 LocateAgent ｴｰｼﾞｪﾝﾄの設置場所の説明 255文字分入力可能 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

8 NTP 
(※2) 

DomainName SNTPｻｰﾊﾞﾄﾞﾒｲﾝ名(Server)
文字列（複数入力可） 

最大255文字分入力可
能 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：未設定 

9 Synchro_Interval SNTPｻｰﾊﾞに時刻取得する間
隔(ms) 
同期間隔（Refresh） 

300000-604800000 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：3600000 

10 Retry_Interval ﾘﾄﾗｲ同期間隔 
（SNTPｻｰﾊﾞとの同期ｴﾗｰ発
生時のﾘﾄﾗｲ間隔）（単位：
ﾐﾘ秒） 

300000-86400000 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1800000 

11 Threshold 同期時間差閾値 
（SNTPｻｰﾊﾞから取得した時
刻とﾘｰﾀﾞﾗｲﾀの時刻が設定
値以上の場合、同期を行う）
(単位：ﾐﾘ秒) 

0-600000 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ：1000 

 

※1 お客様側にて管理を行うために設定する項目です。 

設定可能な範囲内で自由に設定してください。 

   ※2 DomainName で指定した SNTP サーバとリーダライタの時刻が同期されます。リーダライタ情報

の設定にて、Time の TimestampType を 1 に設定した場合には、富士通インターフェースおよ

び LLRP で使われる時刻に反映されます。 

 

 



ユーティリティ操作説明書 

 

85  ALL Rights Reserved, Copyright 富士通フロンテック株式会社 

3.3.1 SNMP/NTP 設定手順 

SNMP と NTP を設定する手順を説明します。 

 

(1) リーダライタのユーティリティにログインします 

(2) 情報設定/取得画面より OS サービス設定を取得します 

(3) 取得した OS サービス設定ファイルを編集し、SNMP と NTP の設定をし、ファイルを保存します 

(4) 保存した OS サービス設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、SNMP/NTP を設定します 

 

(1) リーダライタのユーティリティにログインします 

操作用上位機器の Web ブラウザ（IE）を起動し、アドレスバーにリーダライタのアドレスを入力し、

Enter を入力するとリーダライタのユーティリティ画面が開きます。 

管理者 ID を入力し、ログインします。 
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(2) 情報設定/取得画面より OS サービス設定を取得します 

OS サービス設定ボタンにチェックをし、取得ボタンを押下します。 
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ファイルのダウンロード画面が表示されるので保存を押下します。 

 

名前を付けて保存画面で、適当なフォルダに OS サービス設定ファイルを保存します。 
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(3) 取得した OS サービス設定ファイルを編集し、SNMP と NTP の設定をし、ファイルを保存します 

取得した OS サービス設定ファイルを編集します。 

・元のファイル 

 

・SNMP 設定 

<SNMP>タグの内容をシステムに合わせて設定ください。 

 

必要に応じて修正ください。 



ユーティリティ操作説明書 

 

89  ALL Rights Reserved, Copyright 富士通フロンテック株式会社 

・NTP 設定 

<NTP>タグの内容をシステムに合わせて設定ください。 

 

設定が終わったらファイルを保存します。 

 

 

  

 

ファイル名は固定です。変更された場合には、設定ファイルとして認識され

なくなりますので、ファイル名は変更しないで下さい。 
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(4) 保存した OS サービス設定ファイルを情報設定/取得画面で指定し、SNMP/NTP を設定します 

再び、リーダライタユーティリティの情報設定/取得画面で先ほど修正した OS サービス設定ファイル

をリーダライタに設定すると、自動的にリーダライタが再起動し、先ほど設定した内容に変更されま

す。 

 

OS サービス設定ファイル（F5FVL2_CFOSSRVC.xml）を選択し、「開く」を押下します。 
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「設定」ボタンを押下します。 

 

「OK」を押下します。 
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リーダライタが再起動されます。LED がグリーンになれば再起動完了です 

 

再度リーダライタに接続し、ユーティリティにログインし確認してください。 
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